
１　先生から「始め」の合図があるまでは，中を開けないでください。

２　調査票に地区番号，学校番号，組，出席番号，名前を書いてください。

３　解
かい

答
とう

用紙に地区番号，学校番号，組，出席番号を書いてください。

４　調査の時間は，４０分間です。

５　答えは，全て解答用紙に記入してください。

６　終わったら，見直しましょう。

７　先生から「終わり」の合図があったら，書くのをやめてください。

注　意

小学校第５学年　理科　調査票

平成31年度　児童・生徒の学力向上を図
はか

るための調
ちょう

 査
さ

地区番号 学校番号 組 出席番号 名　　　前
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	 	 ひろしくんの学級では，光の性
せい

質
しつ

について調べようとしています。あとの⑴と⑵の問題
に答えましょう。

⑴　ひろしくんたちのグループでは，次の【実験】のように，日光を鏡ではね返してまと
4 4

に当てたときの，鏡のまい数と温度や明るさとの関係について調べようとしています。
次のページの【グループの話し合い】は，この実験を正

せい

確
かく

に行うための条
じょう

	件
けん

につい
てひろしくんたちのグループが話し合いをしている様子を表しています。この実験を正
確に行うための条件として最もふさわしいものを，次のページのアからエまでの中から
１つ選び，記号で答えましょう。

②　①で作ったまと
4 4

を使い，鏡のまい数を１まいで日光をはね返して光を当てたとき
と，鏡のまい数を３まいに増

ふ

やして日光をはね返して光を重ねて当てたときの温度や
明るさを調べる。

１

かく

0

1

拡大図
だい ず

2

3

えきだめのあるところに
日光を当てる。

温度計をだんボールの板に
差しこむ。

温度計

①　まとを２つ作る。

【実験】

だんボールの板

まと

えきだめ

鏡のまい数が１まいのとき 鏡のまい数が３まいのとき
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【グループの話し合い】

【科学的な思考・表現】①

　できるだけ日時と場所を変

えずに実験を行うといいね。

　まとに光を当てる時間の長さ

を変えて実験を行うといいね。

ア　かなこさんの考え イ　よしひさくんの考え

　だんボールの板の色を変え

て実験を行うといいね。

　だんボールの板をあつくし

て実験を行うといいね。

ウ　ひろしくんの考え エ　まさ子さんの考え
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⑵　次の【実験の結果】は，ひろしくんの学級で行った実験の結果をまとめたものです。
また，次の【まと

4 4

の様子】は，日光を鏡３まいではね返して光を重ねて当てたときのまと
4 4

の様子を表しています。【実験の結果】をもとに，鏡２まいの光が重なった★の部分の
温度や明るさを予想したとき，その予想として最もふさわしいものを，下のアからオま
での中から１つ選び，記号で答えましょう。　

ア　鏡のまい数が増えるほどまと
4 4

の温度が高く，明るさが明るくなるから，温度は４２
℃ぐらいで，明るさは鏡のまい数が１まいのときよりも明るくなる。

イ　鏡のまい数が増えるほどまと
4 4

の温度が高く，明るさが明るくなるから，温度は３４
℃ぐらいで，明るさは鏡のまい数が１まいのときよりも明るくなる。

ウ　鏡のまい数が増えるほどまと
4 4

の温度が低く，明るさが明るくなるから，温度は２６
℃ぐらいで，明るさは鏡のまい数が１まいのときよりも明るくなる。

エ　鏡のまい数が増えるほどまと
4 4

の温度が高く，明るさが暗くなるから，温度は３４℃
ぐらいで，明るさは鏡のまい数が１まいのときよりも暗くなる。

オ　鏡のまい数が増えるほどまと
4 4

の温度が低く，明るさが暗くなるから，温度は２６℃
ぐらいで，明るさは鏡のまい数が１まいのときよりも暗くなる。

【科学的な思考・表現】②

【実験の結果】

鏡のまい数が１まいと３まいのときの，まと
3 3

の温度と明るさ

１ぱん ２はん ３ぱん

鏡の数 １まい ３まい １まい ３まい １まい ３まい

まと
3 3

の温度 26℃ 39℃ 29℃ 41℃ 28℃ 42℃

まと
3 3

の明るさ
1まいより
３まいのほうが
明るい

1まいより
３まいのほうが
明るい

１まいより
３まいのほうが
明るい

鏡のまい数が１まいと３まいのときの，まと
3 3

の温度と明るさ

１ぱん ２はん ３ぱん

鏡の数 １まい ３まい １まい ３まい １まい ３まい

まと
3 3

の温度 26℃ 39℃ 29℃ 41℃ 28℃ 42℃

まと
3 3

の明るさ
1まいより
３まいのほうが
明るい

1まいより
３まいのほうが
明るい

１まいより
３まいのほうが
明るい

鏡２まいの光が
重なった部分

★

【まとの様子】
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	 	 まさ子さんの学級では，太陽の動きとかげのでき方について調べようとしています。あ
との⑴と⑵の問題に答えましょう。

⑴　まさ子さんたちのグループでは，次の【地面の温度の測
はか

り方】のように，校
こう

舎
しゃ

の周り
にできた日なたと日かげの地面の温度を測ります。温度計の目もりの読み方として最も
ふさわしいものを，下のアからエまでの中から１つ選び，記号で答えましょう。

【観察・実験の技能】③

２

温度計

温度計に，日光が直接
当たらないように，
おおいをする。

ちょくせつ

【地面の温度の測り方】

地面を少しほって温度計の
先を入れ，土をかぶせる。

0

1

2

3

0

1

2

3

0

1

2

3

0

1

2

3

ア

ウ

イ

エ
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⑵　まさ子さんたちのグループは，次の【地面の温度調べ】のように，校舎の北側，南側，
東側，西側の４つの地点で１時間ごとの地面の温度を測り，それぞれグラフにまとめま
した。次のページの【温度調べの結果】は，４つの地点の温度変化をそれぞれまとめた
グラフです。
校舎の西側のグラフとして最もふさわしいものを，次のページの【温度調べの結果】

のアからエまでの中から１つ選び，記号で答えましょう。また，グラフを選んだ理由と
して最もふさわしいものを，次のページの【グラフを選んだ理由】のカからケまでの中
から１つ選び，記号で答えましょう。

【地面の温度調べ】　　

校舎

南側の地点

北側の地点

　校舎の北側，南側，東側，西側の４つの地点（・）について，それぞれ午前８時から
午後４時までの地面の温度を測る。

・校舎の高さは１２ｍである。
・４つの地点は，全て校舎から１ｍはなれている。
・校舎のほかに，かげをつくる建物や木はない。
・４つの地点は，全て地面が土である。
・実験をした日は，１日中雲が全くない晴れの天気で，天気が急に変わることはなかった。

西側の地点 東側の地点
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【温度調べの結果】

【グラフを選んだ理由】

カ　校舎の西側は，午前は日なた，午後は日かげだったと考えられるから。
キ　校舎の西側は，午前は日かげ，午後は日なただったと考えられるから。
ク　校舎の西側は，一日中，日かげだったと考えられるから。
ケ　校舎の西側は，一日中，日なただったと考えられるから。

【科学的な思考・表現】④

ア イ

ウ エ

（℃）

0
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4
6
8
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14
16
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20

午前８時 ９時 10時 11時 正午 午後１時 ２時 ３時 ４時

（℃）

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

（℃）

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

（℃）

0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
20

午前８時 ９時 10時 11時 正午 午後１時 ２時 ３時 ４時

午前８時 ９時 10時 11時 正午 午後１時 ２時 ３時 ４時午前８時 ９時 10時 11時 正午 午後１時 ２時 ３時 ４時
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	 	 よしひさくんは，物の性
せい

質
しつ

について調べようとしています。あとの⑴から⑶までの各問
題に答えましょう。

⑴　次の【はかり】の使い方として最もふさわしいものを，下のアからエまでの中から	
１つ選び，記号で答えましょう。

ア　はじめに，はかりを水平なところに置く。　　　　
次に，はかりの数字を０に調整する。
最後に，はかりにはかる物を静かにのせて，数字を読む。

イ　はじめに，はかりの数字を０に調整する。　　　　
次に，はかりを水平なところに置く。
最後に，はかりにはかる物を静かにのせて，数字を読む。

ウ　はじめに，はかりにはかる物を静かにのせる。　　　　
次に，はかりの数字を０に調整する。
最後に，はかりを水平なところに移

い

動
どう

させて，数字を読む。

エ　はじめに，はかりの数字を０に調整する。　　　　
次に，はかりにはかる物を静かにのせる。
最後に，はかりを水平なところに移動させて，数字を読む。

【観察・実験の技能】⑤

３

台ばかり 電子ばかり

【はかり】

500

300 200

400 100

ｇ

ｇ

ｇｇ

ｇ
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⑵　次の【実験】のように，１０個
こ

のブロックの置き方を変えて，それぞれの重さを調べ
ました。
図Ｂ と 図Ｃ のブロックの重さとして最もふさわしいものを，下のアからウまでの

中からそれぞれ１つ選び，記号で答えましょう。

【実験】

①　 図Ａ のようにしてブロックの重さを量ると７０ｇだった。
②　 図Ａ のブロックを 図Ｂ のように分けてブロックの重さを量る。
③　 図Ａ のブロックを 図Ｃ のようにたてにつなげてブロックの重さを量る。

図Ｂ のブロックの重さは，　 ア　７０ｇより重くなる。
　　　　　　　　　　　　　　イ　７０ｇより軽くなる。
　　　　　　　　　　　　　　ウ　７０ｇのままである。

図Ｃ のブロックの重さは，　 ア　７０ｇより重くなる。
　　　　　　　　　　　　　　イ　７０ｇより軽くなる。
　　　　　　　　　　　　　　ウ　７０ｇのままである。

【自然事象についての知識・理解】⑥

図Ａ 図Ｂ 図Ｃ
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⑶　次の【資
し

料
りょう

】は，よしひさくんが，物の重さと体積との関係について調べたことをま
とめたものです。
実験２ のメスシリンダーＡからメスシリンダーＣまでに入れた物の組み合わせとし

て最もふさわしいものを，次のページのアからエまでの中から１つ選び，記号で答えま
しょう。

【資料】

物の重さと体積比
くら

べ
実験１ 　体積が同じでも，物によって，重さがちがうのだろうか。
１　方法�　８０mL入る容

よう

器
き

に，さとう，食塩，パン粉
こ

をそれぞれ山もりに入れ
て，すり切って平らにし，重さを量る。

２　結果　次の表のような結果になった。
　

３　分かったこと　同じ体積でも，物の種類がちがうと，重さがちがう。

実験２ 　重さが同じでも，物によって，体積がちがうのだろうか。

１　方法�　メスシリンダーＡからメスシリンダーＣまでに，さとう，食塩，パン
粉をそれぞれ５０ｇずつ入れたときの様子を比べる。

２　結果　次のような結果になった。　
　

３　分かったこと　同じ重さでも，物の種類がちがうと，体積がちがう。

８０mL入る容器

量った物 重さ
さとう ５９．５ｇ
食塩 ９８．５ｇ
パン粉 １６．５ｇ

メスシリンダーＡ メスシリンダーＢ メスシリンダーＣ

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20

200

180

160

140

120

100

80

60

40

20
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メスシリンダーＡ メスシリンダーＢ メスシリンダーＣ

ア 食塩 さとう パン粉

イ 食塩 パン粉 さとう

ウ パン粉 食塩 さとう

エ パン粉 さとう 食塩

【科学的な思考・表現】⑦
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	 	 ひろしくんは，電気の性
せい

質
しつ

について調べようとしています。あとの⑴から⑶までの各問
題に答えましょう。

⑴　ひろしくんは，次の【図１】のようにプロペラが回るようにしました。このプロペラ
は，かん電池の＋極，モーター，かん電池の−極が１つの輪のように導

どう

線
せん

でつながり，
電気の通り道ができるために回ります。このような電気の通り道を何といいますか。
言葉で答えましょう。

【自然事象についての知識・理解】⑧

４

モーター

プロペラ

導線

かん電池

⊕⊖

【図１】
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⑵　ひろしくんは，次の【スイッチの作り方】のようにスイッチに導線を付けて，プロペ
ラを回したり止めたりできるようにしました。スイッチの材料にする素

そ

材
ざい

としてふさわ
しいものを下のアからエまでの中から全て選び，記号で答えましょう。

【スイッチの作り方】

①　厚
あつ

紙
がみ

に素材を付ける。  ②　導線を付ける。
 　

・プロペラが回る仕組み

ア　アルミニウム
イ　プラスチック
ウ　鉄
エ　銅

どう

　　　　

【自然事象についての知識・理解】⑨

厚紙
素材

⊕⊖

導線

導線

厚紙

素材同士が付いて電気が通るため
プロペラが回る。

素材同士がはなれて電気が通らないため
プロペラが止まる。

プロペラが止まるときプロペラが回るとき

導線

素材

どう し
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⑶　ひろしくんは，プロペラを使って，次のような【プロペラカー①】を作りました。

①　ひろしくんが【プロペラカー①】を走らせたところ，進ませたい方向と反対の方向
に進んでしまいました。そこで，簡

かん

易
い

検
けん

 流
りゅう

 計
けい

を使って，電流の向きと大きさについ
て調べてみると，次の【図２】のようになりました。
次に，かん電池の向きを反対にすると，プロペラカーは進ませたい方向に進みまし
た。かん電池の向きを反対にしたときの簡易検流計の様子として最もふさわしいもの
を，下のアからエまでの中から１つ選び，記号で答えましょう。
なお，簡易検流計のつなぎ方は，かん電池の向きを反対にする前と後では変えない
ものとします。

【自然事象についての知識・理解】⑩

進ませたい方向

【プロペラカー①】

⊕⊖

A

A A

A

ア

01234
5

1 2 3 4
5

イ

01234
5

1 2 3 4
5

ウ

01234
5

1 2 3 4
5

エ

01234
5

1 2 3 4
5

A

【図２】

01234
5

1 2 3 4
5
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②　次の【プロペラカー②】は，ひろしくんが進ませたい方向に進みました。しかし，
進む速さは思っていたよりも速くなりませんでした。そこで，ひろしくんは，かん電池
の数とつなぎ方をくふうすることにしました。
進む方向は変えずに，進む速さが【プロペラカー②】よりも速くなるかん電池の
つなぎ方としてふさわしいものを，下のアからカまでの中から全て選び，記号で答え
ましょう。
なお，かん電池は，全て新しいかん電池を使っています。

【自然事象についての知識・理解】⑪

ア

【プロペラカー②】

イ ウ

エ カオ

⊖⊕⊖⊕ ⊖⊕⊖ ⊕

⊖⊕

⊖⊕

⊖⊕

⊖⊕

⊖⊕

⊖ ⊕⊖ ⊕⊖⊕

⊖⊕
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	 	 よしひさくんは，「とじこめた空気に力を加えたときと，とじこめた水に力を加えたと
きでは，どのようなちがいがあるだろうか」というぎ問を解

かい

決
けつ

するために，次の【実験】
を行いました。プラスチックの注しゃ器にとじこめた空気と水それぞれに力を加えた実験
の結果の組み合わせとして最もふさわしいものを，下のアからエまでの中から１つ選び，
記号で答えましょう。

【実験】
①　プラスチックの注しゃ器に空気と水
をそれぞれ入れて，ピストンをおす。
②　とじこめた空気と水が，おしちぢめ
られるかを調べる。

とじこめた空気 とじこめた水

ア おしちぢめられる おしちぢめられる

イ おしちぢめられる おしちぢめられない

ウ おしちぢめられない おしちぢめられる

エ おしちぢめられない おしちぢめられない

【自然事象についての知識・理解】⑫

５

水空気

ゴムせん

ピストン

プラスチックの
注しゃ器
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	 	 かなこさんの学級では，じしゃくの性
せい

質
しつ

について調べようとしています。あとの⑴と⑵
の問題に答えましょう。

⑴　かなこさんの学級では，じしゃくを使ったいろいろな活動をしました。次の【じしゃ
くを使った活動のまとめ】は，学級全体で気付いたことやぎ問に思ったことをまとめた
ものです。
【じしゃくを使った活動のまとめ】の①と②の活動をもとにつくった問題として最も
ふさわしいものを，下のアからエまでの中から１つ選び，記号で答えましょう。

【じしゃくを使った活動のまとめ】

ア　じしゃくに付いた物は，じしゃくになるのだろうか。
イ　じしゃくの力は，じしゃくのどの部分が一番強いのだろうか。
ウ　じしゃくの力は，間に何かはさまったり，はなれていたりしてもはたらくのだろうか。
エ　２つのじしゃくを近付けると，どうなるのだろうか。

【科学的な思考・表現】⑬

６

①

②

どんな物が，
じしゃくに
付くのだろうか。

問題

付いた。

じしゃくに付くかんと、
付かないかんがあった。

えんぴつのしんや、
木の部分は、じしゃくに
付かなかった。

ＮとＳの部分にクリップが
10こ付いた。

じしゃくにかいてあるＮと
Ｓは何かな。 はさみの先に、クリップ

が付くことがあった。

下じきをはさんでいるのに、
クリップが付いて、動かす
ことができた。

じしゃくの真ん中に
クリップを付けると、
クリップが落ちた。

２つのじしゃくを近付ける
と、じしゃくが、くるっと
回って付いた。

くるっと回った。

じしゃくのように、
クリップどうしが
付くことがあった。

付かなかった。

クリップにじしゃくを
近付けると、クリップ
がじしゃくに引き付け
られた。
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⑵　かなこさんは，次の【図】のように，２つにわったぼうじしゃくの☆の部分の極につ
いて調べるために，下の【実験１】から【実験３】までの実験を行うことにしました。
また，次のページの【グループの予想】は，２つにわったぼうじしゃくの極について，
かなこさんたちの予想を表しています。

ＮＮ Ｓ

Ｎ ＳＮ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ぼうじしゃく

【図】

【実験１】

【実験２】

【実験３】

☆の部分に鉄でできたクリップを近付ける。

☆の部分に，別のぼうじしゃくのＮ極を近付ける。

☆の部分に，別のぼうじしゃくのＳ極を近付ける。

Ｓ

Ｓ
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【グループの予想】

①　かなこさんの予想が正しければ，【実験１】から【実験３】までの実験の結果は
どのようになると考えられますか。【実験１】から【実験３】までの実験の結果の組
み合わせとして最もふさわしいものを，次のアからエまでの中から１つ選び，記号で
答えましょう。

【実験１】 【実験２】 【実験３】

ア クリップは引き付けられる 引き付け合う しりぞけ合う

イ クリップは引き付けられる しりぞけ合う 引き付け合う

ウ クリップは引き付けられない 引き付け合う しりぞけ合う

エ クリップは引き付けられない しりぞけ合う 引き付け合う

【科学的な思考・表現】⑭

ぼうじしゃくが２つにわれても，☆の部分は物を引き
付ける力があると思います。
また，ぼうじしゃくが真ん中よりもＮ極側でわれてい
るから，☆の部分はＮ極だと思います。

ぼうじしゃくが２つにわれると，☆の部分は物を引き付
ける力はないと思います。
また，ぼうじしゃくがわれても極はあり，真ん中よりも
Ｎ極側でわれているから，☆の部分はＮ極だと思います。

ぼうじしゃくが２つにわれても，☆の部分は物を引き
付ける力があると思います。
また，ぼうじしゃくがわれてもＮ極の反対側はちがう
極になるから，☆の部分はＳ極になると思います。

ぼうじしゃくが２つにわれると，☆の部分は物を引き
付ける力はないと思います。
また，ぼうじしゃくがわれて極がなくなり，☆の部分
はＮ極でもＳ極でもないと思います。

かなこさん

よしひさくん

ひろしくん

まさ子さん
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②　２つにわったぼうじしゃくの☆の部分の極について調べる実験の結果は，次の【実
験１の結果】から【実験３の結果】までのようになりました。下の【グループの話し
合い】の中のかなこさんの考えの に入る言葉として最もふさわしいものを，下
のアからエまでの中から１つ選び，記号で答えましょう。

【グループの話し合い】

ア　ひろしくんの予想が正しい
イ　よしひさくんの予想が正しい
ウ　まさ子さんの予想が正しい
エ　グループのみんなの予想はちがう

【科学的な思考・表現】⑮

ＮＮ Ｓ

Ｎ ＳＮ

Ｎ

【実験３の結果】

【実験２の結果】

【実験１の結果】

☆の部分に，別のぼうじしゃくのＳ極を近付けると，しりぞけ合った。

☆の部分に，別のぼうじしゃくのＮ極を近付けると，引き付け合った。

☆の部分に鉄でできたクリップを近付けると，クリップは引き付けられた。

実験結果から，２つにわったぼうじしゃくの☆の部分の極について，
わたしの予想はちがっていました。
この結果から考え直すと，　　　といえます。

かなこさん よしひさくんひろしくん まさ子さん
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	 	 東京に住んでいるひろしくんは，校庭のソメイヨシノ（サクラ）の様子について１年間
観察をしました。
次の【観察カード】は，ひろしくんが，校庭のソメイヨシノの様子について，２月，４
月，７月，11月に観察したときに記録したものです。７月に記録した観察カードとして
最もふさわしいものを，次のアからエまでの中から１つ選び，記号で答えましょう。

【観察カード】

【自然事象についての知識・理解】⑯

７

ソメイヨシノ
　月　日 　午前１０時 晴れ
校庭　　　　 気温　　     ℃ 

ソメイヨシノ
　月　日 　午前１０時 晴れ
校庭　　　　 気温　　     ℃ 

気付いたこと
　花がだんだん散ってきた。えだ
には，葉の芽がある。葉はいつご
ろ出てくるのかな。

気付いたこと
　芽がふくらんできたけれど，まだ
花や葉は出ていない。もう少しあた
たかくなったら花がさくのかな。

ア

エ

ソメイヨシノ
　月　日 　午前１０時 晴れ
校庭　　　　 気温　　     ℃ 

気付いたこと
　葉の色が赤や茶色になって，かれ
てきた。葉の数もだんだん少なくなっ
てきた。葉はもっと少なくなるのかな。

イ

ソメイヨシノ
　月　日 　午前１０時 晴れ
校庭　　　　 気温　　     ℃ 

気付いたこと
　葉は大きくなり，こい緑色で，数も
多くなった。これから葉の色などは
どのようになるのかな。

ウ
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	 	 まさ子さんは，水をあたため続けたときの温度と水の状
じょう

 態
たい

との関係について調べよう
としています。あとの⑴から⑶までの各問題に答えましょう。

⑴　まさ子さんは，右の【実験】のように，丸底フ
ラスコの中の水があたたまる様子について調べま
した。下の【まさ子さんのノート】は，実験の結
果をグラフにまとめたものです。また，次のペー
ジの【まさ子さんの考え】は，実験の結果から分
かったことについてグループで話し合っていると
きのまさ子さんの考えを表しています。
【まさ子さんの考え】の Ａ から Ｃ
までに入る言葉の組み合わせとして最もふさわし
いものを，次のページのアからエまでの中から１
つ選び，記号で答えましょう。

【まさ子さんのノート】

８

【実験】

温度計

自ざいばさみ

丸底フラスコ

ふっとう石金あみ

水
（120mL）

実験用ガスコンロ

スタンド

水をあたため続けたときの変化について調べよう

水をあたためたときの変化

天気　晴れ　気温　20℃（午前10時）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24
時間〔分〕

20

40

60

80

100

120

温度
〔℃〕

小さなあわが多くなった

はげしくあわとゆげが出はじめた

あ
わ
が
出
な
く
な
っ
た

火
を
消
す

火をつけると，すぐにフラスコがくもった

10/23

結果
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【まさ子さんの考え】

Ａ Ｂ Ｃ

ア 10分 はげしくあわとゆげが出はじめ 下がる

イ ６分 はげしくあわとゆげが出はじめ 変わらない

ウ ６分 あわが出なくなり 下がる

エ 10分 あわが出なくなり 変わらない

【観察・実験の技能】⑰

⑵　水は，熱せられて100℃近くになると水の中からさかんにあわを出します。この「水
の中から出てくるあわ」の正体は何ですか。言葉で答えましょう。　

【自然事象についての知識・理解】⑱

かなこさんよしひさくん ひろしくんまさ子さん

この実験では，水をあたためて　 Ａ 　たつと小さなあわが多くなりました。
そして，水をあたため続けて100℃近くになると，　 Ｂ 　ました。さらに
あたため続けると温度は　 Ｃ 　ことが分かりました。



−23−

⑶　次の【観察・実験の約束】は，安全に観察・実験を行うための約束を表しています。
【観察・実験の約束】に加えるものとしてふさわしいものを，下のアからエまでの中か
ら全て選び，記号で答えましょう。

【観察・実験の約束】

・湯がふきだすおそれのある実験では，安全めがねをかける。
・太陽の動きを観察するときは，目をいためないようにしゃ光板を使う。
・実験に使う食塩などを口に入れない。
・人の顔に向けて，光を当てない。
・送風機の中には指を入れない。

ア　火を使う実験では，加熱器具の近くにぬれたぞうきんを置く。
イ　加熱した試験管は，すぐに水で洗

あら

うなどしてひやす。
ウ　ビーカーに入れた水をあたためる実験では，ビーカーを真上からのぞきこんで
よく観察する。
エ　加熱器具の近くには，燃

も

えやすいものを必要以上に置かない。

【観察・実験の技能】⑲










